
 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  

上手く根付くことを願い、植樹場所で記念撮影 

 
  
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

協議には毎回２０名を超える参加者があった 

    

 
                           
３月１７日（土）、水源の里・市志で「ふきのとうの収穫と桜の植樹」と題した体験交流イベント

を実施。京都市や宇治市、亀岡市などから一般参加者１９名を含む４９名が春の息吹を感じる体験

イベントに参加しました。 

市志の誇るふき畑に案内された参加者は、最初にふきのとう摘みを体験。思い思いに食べ頃のふ

きのとうを探していました。次に市志公民館に移動し、阪田薫さんから「水源の里・市志 １０年

の歩み」と題した活動の紹介を受けました。 

ふきのとうの天ぷら、ふき味噌、ふきツナなど、ふきのとう尽くしの昼食を味わった後、参加者

達は開発の進む「どんぐりの森」に移動し、桜の記念

植樹を体験しました。森林組合職員からレクチャーを

受け、メンバー同士わきあいあいとした雰囲気の中 

４０本の桜を植樹。参加者は「この桜が大きくなって

いくのを見に、また来ないとね！」と話していました。 

また、今回のイベントは、綾部市に定住を希望され

る方に現地の様子をご案内する「あやべ空き家見学ツ

アー」を、初めて水源の里事業と同時に開催。５家族

１１名の方々が参加し、水源の里体験の後、空き家を

見学しました。 

それぞれが目指す田舎暮らし実現に向け、真剣な 

眼差しで１軒１軒丁寧に見学していました。          
 

 

 

 

 

                               
 山家地区の上原自治会が、１６集落目となる水源の里として平成３０年３月に指定を受けら

れました。昨年１０月から指定に向けた４回の集落協

議を受け、いよいよ来年度から「水源の里・上原」と

しての活動をスタートされます。山家地区では「橋上

の里」に続き２集落目の指定となります。 

 「水源の里・上原」は、集落活性化計画の中で、 

①休耕田を活用したレンタル圃場の整備や農業体験

交流会の開催、②行者大祭、カヌーイベント、教育民

泊などの都市農村交流事業の実施、③ジャム、マーマ

レードなどの加工品の製造・販売、新商品開発、④集

落内空き家の登録の推進、空き家見学ツアーの開催、

を計画されています。     

春の息吹を感じる交流イベント、大盛況に 

もうすぐイイネが５００突破！！フェイスブック「あやべ水源の里」ＱＲコード 

３

新たな活力、「水源の里・上原」誕生へ 
 

空き家をご紹介ください！！ 
「空き家の管理が大変・・・」 

「田畑の管理を地元の方に任せてしまって申し訳ない・・・」 

「伸びた庭木が近所迷惑になっていないか心配・・・」 

綾部市の「あやべ定住サポート総合窓口」は、空き家を提供したい方と、綾部市に移り住まれた
い方とを結ぶ相談窓口です。まずはお電話でお問い合わせください。     
電話：０７７３－４３－３７２３（月～金、午前８時３０分～午後５時１５分）     



   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  

 

                     
 志古田自治会に、青森県で開催されるお祭の名物、「ねぷた」

の一種、「たてねぷた」のミニュチュアが登場しました。 

これは一昨年、志古田に移住されてきた、北村和幸さんのご

友人が作成されたもので、今年２月初めて開催された餅つき大

会を盛り上げようと、設置・披露されたものです。 

竹の骨組みに和紙を張り付けた躯体は真っ赤に染められ、触

手は青やピンク、緑など色鮮やかに彩色されています。 

ミニチュアと言っても公民館の屋根のひさしに届くほどで、

高さ約２ｍを超えるサイズ。モチーフは春画とのことで、遊び

心溢れる作品です。 

また、餅つき大会に加え、昨年に引き続き２回目の開催とな

る「お田植え祭」を、北村さんを中心に今年春にも実施される

予定です。 

なお、見学は可能とのことですので、志古田自治会までお問

い合わせください。                         
今年度も各集落でバラエティ豊かな取組が行われました。第３期水源の里条例最初の１年間の取組内容は以

下のとおりです。   
(指定年度)  

平成１９年～ 
(第１期条例) 

老富(３集落)…栃の実入りお餅等特産品の製造・販売、無料休憩所「峠」及びミツマタ・ 

シャガ群生地での休憩所の運営、ふるさと産品(あやべ特別市民)への特産 

品提供及び発送作業 

古 屋……栃の実入りおかき・あられ等の製造・販売、栃の実を使った新商品開発、 

ふるさと産品(あやべ特別市民)への特産品提供 

市 志……ふきオーナー園、どんぐりの森の開発、スイセンとヒガンバナの丘の開園 

     龍谷大学との連携 

平成２４年～ 
(第 2 期条例) 

有 安……納涼祭、新春餅つき大会等集落出身者との交流会、休耕田を活用したもち米の 

栽培、他の水源の里集落への提供 

瀬尾谷……地元固有種「黒瓜」の粕漬けの製造・販売、ふるさと産品(あやべ特別市民) 

への特産品提供 

草 壁……梅製品・漬物など特産品の開発・販売、交流会（田植え、稲刈り）の開催 

市野瀬……「自然薯」の生産・販売（自然薯まつり）、定住希望者向けイベントの開催 

平成２５年～ 橋 上……きゅうり漬け・マーマレード等特産品の製造販売、空き家の活用、景観事業、 

ふるさと産品(あやべ特別市民)への特産品提供 

光 野……大カツラ・希少植物の保護、活用検討、京都府立大学との連携 

清 水……地元出身者との交流会、かきもち、大福など特産品の製造・販売、市志で開催 

     されたイベントでの特産品販売 

平成２６年～ 金河内……伝承民俗芸能祭礼の復活・継承、地元出身者とその子どもとの交流事業 

鳥 垣……鳥垣渓谷の散策路・シデ山登山道の整備、都市住民との交流会の開催 

平成２９年～ 
(第 3 期条例) 

仁 和……仁和の歴史を伝えるため７５周年記念パンフレットの制作、 

クリスマスイルミネーションを使った交流イベントの実施 

上 原……（平成３０年３月指定、４月から活動開始） 

水源の里集落 
連携事業 

・市志－光野との連携……光野峠の復活（古道整備、倒木除去）、交流会の開催 

・古屋－古屋でがんばろう会との連携…防除ネットの設置、栃の実拾い体験、栃の木の 

本数調査、新緑ツアー、雪かきボランティア 

・水源の里連絡協議会……特産品販売及び水源の里 PR、新ロゴマークの作成 
   

蛸のような不思議な形 

平成２９年度水源の里集落の取組一覧 
 

志古田の不思議モニュメントは「たてねぷた」 
 


